












 

1958 年、Willis は、Lichtenstein の命名した“Spinal Dysraphism"を、更に Spina bifida 

cystica と Spina bifida occulta の二つに分けた。1976 年,Schut の報告によれば Spina 

bifida cystica の頻度は 1000 人の出産に対し 2.5人であり、Spina bifida occulta の頻

度は 5%にも達すると述べている。  


